
















A reconsideration of Franz Liszt’s “Arrangement,” “Transcription” and “Partition de Piano”
OHKUBO, Risa
Various terms are applied to more than 300 pieces transcribed by Franz Liszt (1811-1886) 
according to their techniques and styles. However, it is not clearly known to what extent 
these terms were used properly because Liszt himself was not a formally trained 
musicologist. For this reason, the meaning of each concept has not been examined in detail 
in past research. The purpose of this paper is to reconsider the meaning of “Arrangement,” 
“Transcription” and “Partition de Piano,” and to then examine how Liszt applied those 
concepts to his works by reviewing Hugo Riemann’s Musiklexikon (1882) and Liszt’s letters, 
and also by analyzing his Symphonie Fantastique (1834) and Göthe-Fest-Marsch (1859).
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これらの概念が一般的なものとして了解されている（Kregor 2010, Kim 2015）。しかしながら、
上山は現代のこのような理解はリスト自身のそれとは異なっており、彼はパラフレーズ的な自
由な扱いを施したものを「トランスクリプション」、一方で自由さを極力排した編曲を「アレ






































































ピアノ・スコアについて、彼に話しました。（Liszt 1894, 1: 22）
この 2つ目のアレンジメント（パガニーニのカプリス第 5番）は若く才能ある作曲家シュー
マン氏のものです。大衆の手に届きやすいですし、私のパラフレーズ 5）よりもっと正確





















1855 年、リストはブライトコプフ社から『フランツ・リスト作品目録 Thematisches 






リスト作品、編曲、トランスクリプション目録 Thematisches Verzichniss der Werke, 



















図 1　 Thematisches Verzeichniss der Werke von F. Liszt（1855）の目次（Bayerische Staatsbibliothek 
München, shelf mark: Mus. th. 7355）
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図 2　 Thematisches Verzichniss der Werke, Bearbeitungen und Transcriptionen von F. Liszt（1877）
の目次（Klassik Stiftung Weimer/Herzogin Anna Amalia Bibliothek, shelf mark: L468）
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3.3．ピアノ・スコア






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ことを。（Liszt 1894, 2: 29）
この中で、リストは「Auszüge」ではなく「Partitur」という言葉を用いている。また、実
際に 1877 年のカタログでは「Clavierauszüge」の表記を「Clavier-Partituren」に改めてい














2. Übertragungen von Meister-Melodien
   （Opern-Phantasien und Transkriptionen von Gesängen）
3. Klavier-Partituren


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1830 年 2 月から 4月にかけて、ベルリオーズは《幻想交響曲》の作曲に取り組み、同年 12
月にパリ・コンセルヴァトワールにて初演が行われた。作品に感銘を受けた当時 19 歳のリス
トはすぐさまこの交響曲の「ピアノ・スコア」作成に取り掛かる。この「ピアノ・スコア」は
1833 年 9 月に完成され、1834 年にパリのシュレジンガー社から出版された 10）。リスト自身も
演奏会で積極的にこの編曲作品を取り上げた。一方、《幻想交響曲》原曲のオーケストラ・ス
コアが出版されたのは初演から 15 年後の 1845 年であった。したがって、この作品の受容に対
してリストの「ピアノ・スコア」が果たした功績は大きく、1835 年に発表されたロベルト・














































〈サバトの夜の夢〉ピアノ・スコアには 3か所の Ossiaが存在する。リストの Ossiaはより
簡易に改められたものであることが多いが、この曲の場合の Ossiaは明らかに通常よりもテク
ニックを必要とするものである（譜例 2）。おそらく、リストとしては Ossiaの方が本来望ん










〔…〕マイアベーアが低い F 音のベルを《ユグノー教徒》第 4 幕の大虐殺の合図として使っ
ているのは、このためである。（ベルリオーズ、シュトラウス 2006: 492）
譜例 2　  H. Berlioz/F. Liszt, Symphonie Fantastique, 5. “Songe d'une nuit de Sabbat,” m. 
485-490. (Klassik Stiftung Weimer/Herzogin Anna Amalia Bibliothek, shelf mark: 
L1485)
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譜例 3-1　H. Berlioz, Symphonie Fantastique, 5. “Songe d'une nuit de Sabbat,” m. 102-114.
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譜例 3-2　 H. Berlioz/F. Liszt, Symphonie Fantastique, 5. “Songe d'une nuit de Sabbat,” m. 102-141. 





② Es 管クラリネット 
サバトの夜宴に姿を現した「彼女」の、変わり果てた姿を表現したのがこの Es管クラリネッ
トの旋律である。ベルリオーズはこの楽器について以下のように述べている。
小さな Es 管クラリネットの音は甲高く、五線より上の A 音より高い音ではやや下品にも
聴こえる。現代のある交響曲では、作品の劇的な意味合いが必要としていた奇妙な旋律の
変質を、パロディー化し、品位をわざと落とし、（ひどい表現をお許しいただければ）堕





リストのピアノ・スコアを見ると、Poco  fのあとに leggiero、そしてmarcatoと記され、
アクセントも付加されている。これは、まるでクラリネットの奏者の明瞭で軽やかなタンギン





















譜例 4-2　 H. Berlioz/F. Liszt, Symphonie Fantastique, 5. “Songe d'une nuit de Sabbat,” m. 40-47.











譜例 5-1　H. Berlioz, Symphonie Fantastique, 5. “Songe d'une nuit de Sabbat,” m. 440-452.
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ノで再現しようとしているのだ。
譜例 5-2　 H. Berlioz/F. Liszt, Symphonie Fantastique, 5. “Songe d'une nuit de Sabbat,” m. 435-453.







アヒム・ラフ（Joachim Raff, 1822-1882）の 2人によって行われ、同年 8月 28 日のゲーテ生
誕 100 周年記念祭ガラ・コンサートにて演奏された。その後、1857 年にはリストによるオー
ケストラ稿初稿およびピアノ稿の第 2稿、またピアノ 4手稿初稿への取り組みがなされ、それ






譜は 1859 年の第 2稿初版 15）、オーケストラ譜はブライトコプフ版（1915）とする。
5.2.1．特徴
オーケストラ稿とピアノ稿ではいくつかの相違点がある。まず、ピアノ稿の第 89 小節と、






譜例 6-1　F. Liszt, Göthe-Fest-Marsch, m. 86-90. 
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譜例 6-3　 F. Liszt, Göthe-Fest-Marsch, m. 186 (163)-197.













































































6） シューマンは 1832 年に《パガニーニの奇想曲による練習曲》作品 3を完成させた。カプ
リス 5番のアレンジメントは曲集の 1番目に置かれている。





9） 表 1-4 におけるリストの曲目の邦題および原曲のジャンル名については、主に福田（2005）
の作品一覧を参照した。
10） 詳細な出版情報は以下の通り。Épisode de la vie d’un Artiste/Grande Symphonie 
Fantastique/PAR/HECTOR BERLIOZ/ŒUV 4ME/Partition de Piano/PAR/F. Liszt/
MAURICE SCHLESINGER/M. S. 1982.
11） 『音楽新報 Neue Zeitschrift für Musik』3, no. 1: 1-2, no. 9: 33-35, no. 10: 37-38, no. 11: 








13） シャルル・バネリエ（Charle Bannelier, 1840-1899）も《幻想交響曲》ピアノ 4手版を残
しているが、オリジナルの楽器について鐘の音以外は記していない。
14） “Si l’on ne peut trouver deux cloches assez graves pour l’un des trois Ut et l’un des 
trois Sol qui sont écrits, il vaut mieux employer plusieurs pianos sur l’avant-scène. Ils 
exécuteront alors l partie de chloche en double octave, comme elle est écrite.”
15） 詳細な出版情報は以下の通り。FEST-MARSCH/zur Göethe Jubliläum-Feier/für/grolses 
Orchester/componirt von/FRANZ LISZT./Partitur Pr. 1 2/5 rf./Pr. 2/3 rf. Edit. Für Piano 
à 2/ms. Edit. Für Piano à 4/ms. Pr. 1 rf./Edit. Für Piano abgekürzte Pr. 1/2 rf./
Uebertragen für Pianoforte vom Componisten./Eigenthum der Verleger./J. 
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